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１．はじめに 
 認知症高齢者の地域生活の支援のためには、保健・医療・福祉のサービスと地域住民の参画に
よる包括的な展開が必要となる。世代を超えた人々が認知症高齢者への理解が必要である。従来、
高齢者イメージに関する研究は主に、高齢者全般について、児童、中学生、大学生におこなわれ
てきた。高齢者に対して大学生は否定的なイメージをもっていた。高齢者イメージの形成は、高
齢者との接触、親の祖父母への態度が影響していた１）。大村らは高齢者イメージの現実と理想の
ズレが高齢者施設での虐待につながっていた２）。桂らの看護学生におこなった認知症高齢者のイ
メージの研究では因子とし、尊厳性、俊敏性、緻密性、活力性の４つが導き出され、各要素にお
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いて、負のイメージをもっていた。しかし、学年が進むにつれて、授業や実習で、肯定感が高ま
っていた３）。吉川らの介護職員、介護福祉士課程の学生におこなった認知症高齢者イメージでも、
同様の負のイメージの傾向となった。また、介護経験の無い者が低い結果となっていた４）。いず
れにおいても、特定の対象者での調査であった。木村らは地域住民の参画意識について、身近に
認知症高齢者がいた場合の対応と認知症についての知識、不安の関係を分析した。地域住民は認
知症高齢者に対して、多くの者は支援しなくてはいけないと考えていた。しかし、認知症高齢者
にもできることがあり、それをサポートするという考えは少なかった。また、支援しなくてはい
けないとは感じているが、何をしたらよいか分からない状況にあることもわかった５）。昨今、高
齢化にともない、認知症高齢者が漸進的に増加してきている。認知症高齢者が尊厳を保ちながら、
穏やかに、家族も安心してすごすことができる社会をつくるには、認知症の正しい知識を普及さ
せていくことが必要となる。今回は認知症高齢者への理解をすすめるための、教育方法の資料を
得るために、大学生の認知症高齢者へのイメージとその関連要因について研究することを目的と
した。 
 
２．研究目的 
 大学生の認知症高齢者へのイメージとその関連要因について調査し、認知症高齢者への理解を
進めるための、教育方法の資料を得る。 
 
３．研究方法 
(1) 調査対象 
 大学で高齢者関連の科目を受講する学生を対象に、認知症高齢者に関する質問紙調査を実施し
た。調査対象は１～４年生 248人。 
 
(2) 調査方法 
 高齢者関連の講義終了後、研究目的を説明し、一斉に無記名式質問紙を記入してもらった。回
収はその場で回収するか、もしくは既設した回収ボックスにて、回収した。質問紙の提出をもっ
て、同意の得られたものとした。 
 
(3) 質問項目 
 年齢、性別、学年、高齢者との接触状況、祖父母との同居の有無、高齢者との接触状況、認知
症の情報源、認知症高齢者と接触した機会の有無、高齢者への関心、認知症高齢者のイメージ。
認知症高齢者に接した場合の対応と認知症について思うことを自由記述にした。 
 
(4) 認知症高齢者のイメージ 
 中野らのSD法における老人イメージスケール６）を適用した。これは17形容詞対からなり、否
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定的な極から肯定的極へ順に１点から５点が配置され、３点が中立点となる。表１に示した。 
 
表１ 中野らの老人イメージスケール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) 統計処理 
 認知症のイメージは各形容詞対の平均値を算出した。また、因子分析を行い、因子を抽出し命
名した。さらに、認知症高齢者のイメージと関連要因を検討するため、群間の平均値のｔ検定を
統計用ソフトPASW18にておこなった。 
 自由記述である認知症高齢者に接した場合の対応と認知症について思うことは統計用ソフト
Text Mining Studioにて、「祖父母との同居の有無」と「認知症高齢者との接触の有無」で、頻出
語、話題分析をした。 
 
(6) 調査期間 
 平成24年10月～11月 
 
(7) 倫理的配慮 
 対象者へ質問紙を配布する際、調査の目的と主旨を説明した後に調査は無記名であることに加
えてデータ全体をコンピューター処理するため、個人が特定されることは決してないこと、研究
 
        １  ２  ３  ４  ５     
ひどい     ・  ・  ・  ・  ・    すばらしい 
醜い      ・  ・  ・  ・  ・    美しい 
きたない    ・  ・  ・  ・  ・    きれい 
愚かな     ・  ・  ・  ・  ・    賢い 
悪い      ・  ・  ・  ・  ・    良い 
だらしない   ・  ・  ・  ・  ・    きちんとした 
正しくない   ・  ・  ・  ・  ・    正しい 
遅い      ・  ・  ・  ・  ・    速い 
鈍い      ・  ・  ・  ・  ・    鋭い 
暇そう     ・  ・  ・  ・  ・    忙しそう 
小さい     ・  ・  ・  ・  ・    大きい 
邪魔をする   ・  ・  ・  ・  ・    手伝ってくれる
話しにくい   ・  ・  ・  ・  ・    話しやすい 
冷たい     ・  ・  ・  ・  ・    暖かい 
悲しい     ・  ・  ・  ・  ・    嬉しい 
病気がちな   ・  ・  ・  ・  ・    元気な 
弱い      ・  ・  ・  ・  ・    強い 
        １  ２  ３  ４  ５ 
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協力は自由意志によるもので断っても不利益を被らないこと、質問紙の提出をもって調査に同意
が得られたものと解釈することを依頼文に添えて説明し、調査を実施した。 
 
４．結果 
(1) 属性 
 対象者の属性は表２に示すとおりである。平均年齢は19.7±2.0歳であり、性別は男性60人、
女性178人であった。１年生92人、２年生115人、３年生18人、４年生13人であった。 
   
表２ 対象者の属性 
 
 
 
 
 
   
(2) 祖父母との同居、高齢者と接する機会、高齢者への関心 
 祖父母との同居の有無は、「あり」64人（26.9％）、「なし」172人（72.3％）であった。高齢者
との接触の機会の程度は、「あり」89人（37.4％）、「あまりない」113人（47.5％）、「ない」35人
（14.7％）であった。高齢社会への関心は、「あり」90人（37.8％）、「あまりない」124人
（52.1％）、「ない」23人（9.7％）であった。 
   
表３ 祖父母との同居、高齢者と接する機会、高齢者への関心 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
(3) 認知症高齢者との接触、認知症高齢者への関心、認知症高齢者と接することの不安 
 認知症高齢者との接触の有無は、「あり」65人（27.3％）、「なし」166人（69.7％）であった。
認知症高齢者への関心は、「とても関心がある」13人（5.5％）、「まあ関心がある」78人
（32.8％）「どちらともいえない」66人（27.7％）、「あまりない」57人（23.9％）、「まったくな
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い」11人（4.6％）、「わからない」10人（4.2％）であった。認知症高齢者と接することの不安は、
「あり」71人（29.8％）「あまりない」67人（28.2％）、「なし」166人（69.7％）であった。 
   
表４ 認知症高齢者との接触、認知症高齢者への関心、認知症高齢者と接することの不安 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
(4) 認知症高齢者のイメージ 
 1) 認知症高齢者のイメージ  形容詞対の平均値 
 中野らのSD法における老人イメージスケールを使っての認知症高齢者のイメージの構造をみ
た。17項目中、平均値が３点以上の肯定的評価がされたのは、「暖かい－冷たい」（3.06±0.65）
の１項目のみであった。一方、平均値の最も低かったのは、「速い－遅い」（2.48±0.69）であっ
た。「速い－遅い」以外の項目は2.5以上3.0未満であった。 
   
表５ 認知症高齢者のイメージ  形容詞対の平均値 
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図１ 認知症高齢者のイメージの構造（形容詞対の平均点） 
 
 2) 認知症高齢者のイメージの因子構造 
 形容詞対17項目の因子分析（主因子法、プロマックス回転）を行った結果、「強い－弱い」の
項目の固有値が１以下であったため除外し、再度、因子分析（主因子法、プロマックス回転）を
行った。その結果、４因子が抽出された。累積寄与率は60.99％であった。第一因子は「賢い－
愚かな」「きれい－きたない」「正しい－正しくない」「きちんとしている－だらしない」「良い－
悪い」「暖かい－冷たい」「美しい－醜い」の７項目からなり、人間の品性や人間性にかかわる項
目と解釈し、「尊厳性」と命名した。第二因子は「嬉しい－悲しい」「話しやすい－話しにくい」
「すばらしい－ひどい」「元気な－病気がち」「手伝ってくれる－邪魔をする」は「親和性」とし
た。第三因子は「鋭い－鈍い」「遅い－速い」の項目からなり、「俊敏性」とした。第四因子は
「いそがしい－暇そう」「大きい－小さい」の項目からなり、「日常性」とした。 
 また、クロンバッハのα係数を算出したところ、第一因子0.841、第二因子0.773、第三因子
0.793、第四因子0.473であり、一定の信頼性が得られた。 
 「尊厳性」（2.93±0.41）、「親和性」（2.67±0.50）、「俊敏性」（2.50±0.63）、「尊厳性」（2.93
±0.52）であり、第一～第四因子のすべてが平均値３点以下の否定的評価がされた。 
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表６ 認知症高齢者の因子分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) 認知症イメージの４因子と祖父母との同居、高齢者と接する機会、高齢者への関心、認知症
高齢者との接触、認知症高齢者への関心、認知症高齢者になることの不安の関連 
 認知症高齢者のイメージの４因子と祖父母との同居、高齢者と接する機会、高齢者への関心、
認知症高齢者との接触、認知症高齢者への関心、自分が認知症になることの不安の関連を検討す
るため、群間の平均値のｔ検定を行った。結果、認知症祖父母との同居と高齢者のイメージの第
一因子「尊厳性」、第三因子「俊敏性」、自分が認知症になることの不安と第三因子「俊敏性」、
第四因子「日常性」に差がみとめられた。 
 
表７ 認知症高齢者のイメージの４因子と祖父母との同居のｔ検定 
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表８ 認知症高齢者のイメージの４因子と高齢者と接する機会のｔ検定 
 
 
 
 
 
 
 
表９ 認知症高齢者のイメージの４因子と高齢者への関心のｔ検定 
 
 
 
 
 
 
 
表10 認知症高齢者のイメージの４因子と認知症高齢者との接触のｔ検定 
 
 
 
 
 
 
 
表11 認知症高齢者のイメージの４因子と認知症高齢者への関心のｔ検定 
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表12 認知症高齢者のイメージの４因子と自分が認知症になることの不安のｔ検定 
 
 
 
 
 
 
 
(6) 自由記述「認知症高齢者に接した場合の対応」についてテキストマイニング分析 
 認知症高齢者に接した場合の対応の自由記述を頻度分析で単語頻度解析、話題分析で、祖父母
の同居の有無と認知症高齢者との接触の有無の属性別に、言葉のつながりをみた。 
 単語頻度解析では頻度が５つ以上の単語は20単語あった。「接する」「接」「接す」は同義語と
みなすと、18単語となった。 
 話題分析では言葉の繋がりのネットワークの広がりは、祖父母の同居していない者と認知症高
齢者との接触のない者の方があった。 
 
表13 自由記述「認知症高齢者に接した場合の対応」の単語頻度 
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図２ 自由記述「認知症高齢者に接した場合の対応」の頻出語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 祖父母との同居の有無と話題分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 祖父母との同居の有無と話題分析 
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５．考察 
 大学生の抱く認知症高齢者のイメージは17形容詞対のうち、平均値が３点以上の肯定的評価が
されたのは、「暖かい－冷たい」（3.06±0.65）の１項目のみであった。 
 他の16項目は否定的評価が示された。最も否定的要素として、「速い－遅い」（2.48±0.69）で
あった。桂らの看護学生を対象とした認知症高齢者のイメージ、吉川らの介護学生、介護職員を
対象とした調査と同様に、認知症高齢者は否定的評価が多い傾向となった。また、両研究におい
ても、「暖かい―冷たい」は、肯定的評価であった７）８）。 
 本研究で、認知症高齢者のイメージの因子分析の結果導き出された４因子、「尊厳性」「親和
性」「俊敏性」「日常性」の平均も３点以下で、否定的評価となった。桂らの研究と同様の結果が
得られた。 
 本研究での「尊厳性」は「賢い－愚かな」「きれい－きたない」「正しい－正しくない」「きち
んとしている－だらしない」「良い－悪い」「暖かい－冷たい」「美しい－醜い」の７項目となっ
た。桂らの調査の「尊厳性」では「すばらしい―ひどい」が含まれていた。「親和性」は「嬉し
い－悲しい」「話しやすい－話しにくい」「すばらしい－ひどい」「元気な－病気がち」「手伝って
くれる－邪魔をする」とした。桂らの調査の「すばらしい―ひどい」はここに含まれた９）。吉川
らの認知症高齢者のイメージの因子分析では、「親和性」「力動性」があった。吉川らの「親和
性」の因子には、「愛想のよい」「やさしさ」「好きな」「上品な」「暖かい」「慣れた」「明るい」
があった10）。 
 先行研究の大学生の高齢者のイメージでは、保坂らは「有能性」「活動・自立性」「幸福性」
「協調性」「温和性」「有能性」の６因子で、「温和性」「有能性」は肯定的評価で、「活動・自立
性」は最も、否定的評価であった11）。大学生は高齢者の情緒面に関することは肯定的に評価する
傾向にあり、高齢者の身体に関することは否定的に評価する傾向がある12）。本調査は認知症高齢
者のイメージであったため、高齢者のイメージに学生が考える認知症や認知症の症状に対する認
識が加わって、情緒面、身体面も否定的評価になったと考えられた。 
 木村らが地域住民を対象に「認知症と聞いてイメージすること」を自由記述にて調査した。物
忘れ、記憶障害といった中核症状、脳委縮、アルツハイマー、老化といった病気・病態、徘徊、
人格破壊、抑うつなどの周辺症状が主な内容であった13）。大学生も、認知症の症状などから、認
知症高齢者をイメージしていることがうかがわれた。 
 大学生の抱く認知症高齢者のイメージとの関連要因として、祖父母との同居の有無、自分が将
来、認知症になることの不安があがった。祖父母と同居している者の方が、認知症高齢者のイメ
ージが否定的評価傾向になっていた。祖父母と同居していることで、高齢者のことがわかり、そ
のイメージに認知症の症状などの知識を加えて、否定的傾向になっている可能性が考えられる。
また、祖父母との同居のない大学生は高齢者についてよくわからないため、認知症高齢者につい
ても現実的なイメージができなく肯定的な傾向になった可能性が考えられる。認知症高齢者との
接触の有無と認知症高齢者のイメージには差が認められなかった。桂ら、吉川らの調査のように
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看護学生が学年のあがるにつれて、知識が実習などを通して深化すること、介護経験を積むこと
で、認知症のイメージが肯定的評価に変化としたとある。今回の調査対象の学生は医療・福祉に
ついて専門的に学んでいる学生ではない、そのため、高齢者、認知症高齢者に対する関心が薄い
ことが伺われ、このような結果になったと考えられる。 
 次に認知症高齢者と接した場合の対応の自由記述から、祖父母と同居している者、認知症高齢
者と接触のある者は認知症高齢者にあわせて関わろうとする姿勢が伺えた。祖父母と同居してい
ない者、認知症高齢者と接触のない者の中には、関わりを持たないという者もいた。また、対応
方法についてもさまざまな意見があることがわかった。認知症高齢者がわからないため、このよ
うになったとも考えられる。木村らが、地域住民を対象におこなった調査で、認知症高齢者が身
近にいた場合の対応の内容分析の結果、「なんらかの関わりをもとうとする」130（64.7％）、「関
わらない」71（35.3％）であった14）。本研究では自由記述の結果から、多くの学生は「何らかの
関わりをもとうとする、関わりたい」ということがわかった。大村らの調査で、高齢者に対する
理想像と現実のイメージの隔たりが大きいほど、また、親和性に対してのイメージが低いほど、
虐待につながりやすいとある15）。大学生に認知症高齢者を現実的な理解を促す関わりが必要とな
ってくる。 
 今後、授業での取り組みとして、認知症の病気の理解だけではなく、認知症高齢者への対応の
仕方、認知症高齢者へのサポートのあり方、地域での暮らし方について知識の普及が必要である
ことが示唆された 
 
６．おわりに 
 認知症高齢者のイメージの因子分析の結果導き出された４因子、「尊厳性」「親和性」「俊敏性」
「日常性」の平均は３点以下で、否定的評価となった。関連要因として、祖父母との同居の有無、
自分が将来認知症になることの不安があがり、祖父母と同居している者の方が、認知症高齢者の
イメージが否定的評価傾向になっていた。認知症高齢者と接した場合の対応の自由記述から多く
の学生は何らかの関わりをもとうとする、関わりたいということがわかった。大学生に認知症高
齢者を現実的な理解を促す関わりが必要となり、認知症の病気の理解、認知症高齢者への対応の
仕方、認知症高齢者へのサポートのあり方、地域での暮らし方について知識の普及が必要である
ことが示唆された。 
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